
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

福島県立ふくしま新世高等学校本校舎   

長年の歴史と伝統を引継ぎ、新たな歴史を創ります 
                                                    校 長  味原 正美  
昨年度、県北地区唯一の定時制普通科高校として統合・開校し、今年度二年目を迎えました。 

 これまでの定時制課程の特色を生かし、さらにICT教育の実践等による生徒一人一人に寄り添った 
きめ細やかな個別支援教育を推進してまいります。 
 教職員は、本校が今この地に新たな定時制高校として開校する意義と生徒たちの思い、県民の皆さま
の期待をしっかりと受け止め、「第７次福島県総合教育計画」のもと、教育の充実や学校事故防止・ 
不祥事防止に取り組んでまいります。 
 

【教 育 目 標】 

Ⅰ 主体的に他者と協働して行動し、自らの力で未来を切り拓いていく生徒を育成します。 

Ⅱ 基礎学力を身に付けた、生きる力を持った生徒を育成します。 
Ⅲ 学習ニーズに応える教育活動により社会に貢献する生徒を育成します。                     
 

 
 

【ICTの活用】  
１人１台端末が導入される１～２年生に加え、３～４年生にも生徒用端末を配当し、

授業で活用します。また、各教室に整備されたディスプレイモニターや大型提示装置
等の効果的な利用を研究し、ICT 活用による学びの変革に取り組みます。 

【個別支援教育の推進】 
 多様な課題を抱える生徒への対応として、「個別支援教育コーディネーター」 
を配置します。個別支援計画の作成、専門機関や地域との連携強化を通し 
て、困難を感じている生徒一人一人が必要としている支援の実現を図ります。 

【夕間部・夜間部】  
新たに県内初となる「夕間部」を開設し、生徒の生活スタイルに応じて、学ぶ時間帯を選択できるようになりました。一日二時間の夕・夜間部合同授業による交流を 

通して、生活環境や進路目標の相違を尊重し、多様な他者と協働しようとする姿勢の育成を図ります。 
【三修制】 
通常の四年間の修業期間を一年間短縮し、三年間での卒業を目指す「三修制」を整備しました。校内の授業により卒業に必要となる追加単位を取得できます。 
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学力の向上と学業継続  社会性の育成と進路希望の実現 豊かな心身の育成  

○確かな知識と自ら学ぶ力の育成 
・授業展開の工夫や ICTの活用により学ぶ意欲を高め、学習

の基礎基本となる知識や技術の定着を図ります。 

・「できる」「わかる」という学びの楽しさを実感しながら、 

主体的に学習に取り組む姿勢を身に付けさせます。 

○個に対応した指導の充実 
・分割授業やチームティーチングの実施、学習支援員の活用

により、生徒一人一人の課題やつまずきを把握して丁寧に

指導します。 

○読書に親しむ態度の育成 
・授業やホームルーム活動での図書館利用の促進や、教員

による書籍紹介等により、読書量を増やし、読み書きの

力や思考力を高めます。 

○規範意識の向上 
・学業と勤労の両立を推奨し、社会で必要となる規範意識や 

健全な生活習慣の確立を図ります。 

・他者の尊重や多様性の理解について指導し、相手を思い  

やる心を育みます。 

・奉仕活動や募金活動への参加を通して、自分の力でできる 

社会貢献を意識し実行する姿勢を身に付けさせます。 

・スマートフォンの使用やSNSの利用に関する指導を充実 

し、情報モラルの向上に努めます。 

○キャリア教育の充実と進路実現 
・進路説明会や進路指導部からの情報提供を通して、進路   

意識の高揚を図ります。 

・個別の進路希望実現に向けた就職・進学指導を充実します。 

○コミュニケ－ション能力の向上 
・クラス活動や生徒会活動等を通して、生徒間の交流を   

深め、コミュニケーション能力や自己肯定感を高めます。 

○教育相談の充実 
・学期ごとのクラス担任・副担任との面談を通して、生徒の

悩みを的確に把握し改善に向けた指導を行います。 

・スクールカウンセラーによる個別面談を実施し、職員間で

情報を共有して一貫性のある指導・対応を行います。 

○命や食を大切にする指導の充実 
・外部講師による講演を実施し、命と性の大切さや、犯罪  

被害予防の重要性について理解を深めます。 

・家庭科の学習や食育講座、給食指導を通して、食の大切さ 

についての理解を深め、食習慣の改善を図ります。 

【 重点目標 】  
 

《校 訓》 「自 立」 「協 働」 「創 造」 

令和５年度  学校経営・運営ビジョン  


